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野生型エノキタケ新品種「雪黄金」を 
栽培してみませんか？ 

利用部 微生物グループ 宜寿次盛生 

■はじめに

道総研林産試験場（林産試）では野生型エノキタケ

の新品種を開発し，「雪黄金（ゆきこがね）」と命名，

令和6（2024）年11月27日付けで品種登録されました1)

（図1）。 

■品種開発の背景

野生のエノキタケは傘が褐色ですが，人工栽培で生

産されるエノキタケは「純白系」の品種がほとんどで

す。

林産試では天然の形態・食感・風味を有する野生型

エノキタケ（えぞ雪の下，林産試菌株記号：HfpriFv92-4，

以下，従来品種）を開発し2-3)，市場での根強い需要か

ら25年以上一定量が流通しています4)（表1，図2）。し

かし，従来品種の開発当時（1990年代）は早期普及を

優先したため，品種登録を行っていません。

また，従来品種は発生制御に繊細な技術が必要で生

産者から対策を求められていました。そのため，近年

の省力化へのニーズも考慮し，従来品種よりも生産効

率の高い新品種の開発に取り組みました5-7)。 

■新品種の栽培特性

品種の開発にあたり，標準的な野生型エノキタケ栽

培方法5-7)のほか，純白系や品種登録審査8)の栽培方法

も含めて各栽培工程で検討を行いました（図3）。

シート(紙)巻きし
て生育⇒ 傘が小
さく柄が長くなる

図3 エノキタケの栽培工程 

菌掻き直後 芽出しが揃う

図1 エノキタケ新品種「雪黄金（ゆきこがね）」 

図2 市販されている従来品種 
（えぞ雪の下，HfpriFv92-4） 

生産量
（トン/年）

平均単価
（円/100g）

生産量
（トン/年）

平均単価
（円/100g）

H29 19 - 3,892 29
H30 28 - 3,494 28
R1 26 75 3,350 28
R2 19 78 3,421 29
R3 18 78 3,319 31

-：未調査 「北海道特用林産統計」より

えぞ雪の下 えのきたけ

表1 北海道での生産量と市場平均単価の推移 
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1．培地資材

「雪黄金」は，味や食感を維持しながら栽培日数が

短縮（1割）でき，従来品種より生産効率が向上しまし

た（表2，表3）。また，従来品種の標準的な方法で使

用するカラマツおが粉のほか，トドマツおが粉を使用

した培地（表2）やコーンコブを添加した培地を用いて

（表3）も，「雪黄金」は従来品種に比べ収量の増加や

生産効率の向上が期待できます。

2．菌掻きの有無 

菌掻き後の子実体発生のタイミングが揃いやすく，

生産者による栽培スケールの発生制御にも対応でき

るようになりました（図4）。

3．シート巻きの有無 

現在，ほとんどの純白系エノキタケでは子実体（き

のこ）の形態を細長い束状にするため，芽出し工程の

あと「シート巻き」を行います（図3）。一方，野生型

エノキタケの栽培工程ではシート巻きを省略し自然

に近い形態で生育させます（図1）。

■品種登録に向けた栽培試験

品種登録審査8)の栽培試験は純白系エノキタケの栽

培方法に準じて，スギおが粉を使用しシート巻きなど

を行います（図3，図5）。 

表2 雪黄金と従来品種の栽培試験結果（針葉樹おが粉、n=8の平均値） 

品種 培地
菌⽷蔓延

⽇数
栽培⽇数

収量
 g/ビン

⽣産効率*1
g/(ビン・⽇)

雪⻩⾦ 17 36 140.2 3.89
従来品種 18 41 143.9 3.55
雪⻩⾦ 17 35 142.3 4.10

従来品種 18 41 109.0 2.67
*1：⽣産効率＝収量 / 栽培⽇数

カラマツ・⽶ぬか培地

トドマツ・⽶ぬか培地

表3 雪黄金と従来品種の栽培試験結果（コーンコブ添加） 

品種 培地
菌⽷蔓延

⽇数
栽培⽇数

収量
 g/ビン

⽣産効率*1
g/(ビン・⽇)

雪⻩⾦ 20 37 139.0 3.73
従来品種 20 41 129.2 3.12
雪⻩⾦ 22 40 146.2 3.68

従来品種 23 45 129.6 2.90
雪⻩⾦ 22 40 165.4 4.12

従来品種 − 47 149.4 3.16
*1：⽣産効率＝収量 / 栽培⽇数
*2：カラマツの⼀部を市販培地（コーンコブ主体）で置換

カラマツ・⽶ぬか培地

市販培地10g置換*2

市販培地50g置換*2

図5 品種登録審査での栽培試験例 

図4 エノキタケの栽培工程「菌掻き」 

従来品種の欠点… 
 菌掻き後の芽出しが不
安定なため，培養中発生
した芽（原基）を生育状況
に合わせて管理する必要
がありました。 
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新品種として登録されるには，栽培特性などが既存

品種と異なることが必要です。「雪黄金」は，類似品

種（HfpriFv92-4；従来品種）や標準品種（森75号）と

比較して，栽培特性に明確な区別性が認められ品種登

録に至りました（図5）。

■おわりに

「雪黄金」は従来品種に比べ図6のような特徴があ

ります。さらに新品種の選抜には，収量や発生期間短

縮以外にも食味や食感も重視しました。消費者のみな

さんも「雪黄金」が生産されることを楽しみにお待ち

下さい。

「雪黄金」は道総研との利用許諾手続をすることで

生産・販売が可能です。なお，雪黄金は袋を用いた菌

床栽培も可能です（図7）。詳しくは，林産試にお問い

合わせの上，ご相談ください。
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図6 雪黄金の特徴 

図7 雪黄金の袋栽培例（培地量1kg） 
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